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平
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八
年
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二
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一
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●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●● 

今
回
は
源
信
和
尚
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま
で
イ
ン
ド
・
中
国
の
高
僧
方
で
あ
り
ま
し
た

が
こ
れ
か
ら
の
お
二
人
は
日
本
で
あ
り
ま
す
。
源
信
和
尚
は
平
安
時
代
に
大
和
の
当
麻
の

里
に
生
ま
れ
、
九
歳
で
比
叡
山
に
の
ぼ
り
天
台
の
学
僧
と
し
て
名
声
を
博
し
ま
し
た
。
そ

の
後
横
川
の
恵
心
院
で
念
仏
に
心
を
寄
せ
、
四
四
歳
の
時
、『
往
生
要
集
』
を
著
し
て
、
広

く
念
仏
を
お
勧
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

『
往
生
要
集
』
は
、
多
く
の
お
経
の
要
文
を
集
め
て
、
仏
教
全
体
の
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、

結
局
は
念
仏
往
生
の
教
え
し
か
な
い
こ
と
を
体
得
さ
れ
、
往
生
浄
土
の
道
を
ま
と
め
て
撰

述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
は
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
浄
土
教
の

教
義
書
で
、
そ
の
後
の
浄
土
教
の
興
隆
に
多
大
の
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

和
尚
は
、
念
仏
者
に
も
、
執
心
牢
固
に
専
ら
念
仏
を
修
す
る
者
と
、
執
心
不
牢
で
他
の

修
法
の
傍
ら
に
す
る
雑
修
の
念
仏
者
と
の
二
種
が
あ
る
。
一
方
、
浄
土
に
も
報
土
と
化
土

の
二
種
が
あ
り
、
専
修
念
仏
者
こ
そ
は
報
土
に
生
ま
れ
、
雑
修
の
念
仏
者
は
一
段
劣
っ
た

化
土
に
生
ま
れ
る
。
人
々
は
唯
一
の
道
と
し
て
念
仏
を
専
修
す
べ
き
で
あ
る
と
お
す
す
め

に
な
り
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』
に
、
こ
の
報
土
・
化
土
に
つ
い
て
、『
往
生

要
集
』
の
文
を
引
用
し
て
、 

み
な
怠
惰
で
慢
心
し
て
お
り
、
信
心
が
堅
固
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
修
め
る
も
の
は
信
心
が
堅
固
で
な
い
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
懈
慢
界
（
化
土
）
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
行
を
ま
じ
え
な
い
で
ひ
と
す

じ
に
念
仏
す
れ
ば
、
こ
れ
は
信
心
が
堅
固
で
あ
っ
て
、
間
違
い
な
く
極
楽
浄
土
に
生
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
。 

と
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

源
信
広
開
一
代
教
・
・
源
信
和
尚
は
広
く
釈
尊
一
代
の
教
え
を
学
ば
れ
て 

偏
帰
安
養
勧
一
切
・
・
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
如
来
の
お
浄
土
を
願
い
、
一
切
の
人
々
に
勧
め

ら
れ
た 

専
雑
専
雑
専
雑
専
雑
執
心
判
浅
深
・
・
専
修
念
仏
の
信
心
は
深
く
、
雑
修
の
信
心
は
浅
い
と
分
け 

報
化
二
土
正
弁
立
・
・
お
も
む
く
浄
土
は
真
実
の
報
土
と
、
そ
う
で
な
い
化
土
が
あ
る
と

さ
れ
た 

極
重
悪
人
唯
称
仏
・
・
極
重
極
重
極
重
極
重
のののの
悪
人
悪
人
悪
人
悪
人
は
、
た
だ
た
だ
念
仏
を
し
な
さ
い 

我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中
・
・
我
（
源
信
和
尚
）
も
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
に
摂
（
お
さ
）

め
と
ら
れ
て
い
る
が 

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見
・
・
煩
悩
に
眼
（
ま
な
こ
）
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
そ
の
光
明
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
い 

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我
・
・
し
か
し
如
来
の
大
悲
は
常
に
私
を
照
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
る
と
述

べ
ら
れ
た （

法
蔵
館
正
信
偈
も
の
知
り
帳
・
レ
ッ
ツ
正
信
偈
参
考
） 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

【
解 

説
】    

●●●●
専
雑
専
雑
専
雑
専
雑
・
・
専
雑
は
「
専
修
」（
せ
ん
じ
ゅ
）
と
「
雑
修
」（
ざ
っ
し
ゅ
）
の
こ
と
で
あ
り
、

「
専
修
」
は
も
っ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
、
た
だ
念
仏
す
る
人
で
、「
雑
修
」
は

念
仏
だ
け
で
な
く
他
の
雑
多
な
行
を
ま
じ
え
て
修
め
る
人
の
こ
と
な
の
で
、「
専
修
」
は
他

力
の
信
心
で
深
く
、「
雑
修
」
は
自
力
の
信
心
で
浅
い
と
分
け
ら
れ
ま
し
た
。 

●●●●
極
重
極
重
極
重
極
重
のののの
悪
人
悪
人
悪
人
悪
人
・
・
極
め
て
罪
の
重
い
悪
人
と
い
う
意
味
で
す
が
、
煩
悩
だ
ら
け
の
凡
夫

と
お
き
か
え
る
と
、
何
と
か
し
て
救
っ
て
や
り
た
い
と
い
う
仏
の
大
慈
悲
心
を
疑
い
、
自

分
の
思
い
を
優
先
さ
せ
、
本
願
の
教
え
を
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
と
受
け
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
の
句
を
み
て
も
、
源
信
和
尚
自
身
も
そ
う
で
あ
り
、
私
た
ち
凡

夫
に
自
分
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
離
れ
、
た
だ
素
直
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏
称
す
べ

し
と
、
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

●●●●
我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中

我
亦
在
彼
摂
取
中 

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見

煩
悩
障
眼
雖
不
見 

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我

大
悲
無
倦
常
照
我
・
・
こ
の
三
句
は
『
往
生
要
集
』
中
巻
に
あ
る
句
。 

わ
た
し
も
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
中
に
摂
め
取
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
煩
悩
が
わ
た



し
の
眼
さ
え
ぎ
っ
て
、
見
た
て
ま
つ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
阿
弥
陀
仏

の
大
い
な
る
慈
悲
の
光
明
は
、
そ
の
よ
う
な
わ
た
し
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
常
に
照
ら
し

て
い
て
く
だ
さ
る
。
親
鸞
聖
人
は
そ
の
内
容
を
『
高
僧
和
讃
』
で
説
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 

煩
悩
に
ま
な
こ
さ
へ
ら
れ
て 

 
 

 

摂
取
の
光
明
み
ざ
れ
ど
も 

 
 

 

大
悲
も
の
う
き
こ
と
な
く
て 

 
 

 

つ
ね
に
わ
が
身
を
て
ら
す
な
り 

皆
さ
ん
と
お
称
え
し
た
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
に
も
出
て
く
る
句
で
あ
り
ま
す
。 

                            

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

十
一
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）
西
光
寺
本
堂
に
て
報
恩
講
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

例
年
の
恒
例
行
事
で
あ
り
ま
す
が
、
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
親
鸞
聖
人
の
御
法

事
で
あ
る
報
恩
講
法
要
を
多
く
の
方
々
と
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

御
法
話
は
本
願
寺
派
布
教
使
の
永
井
了
祥
師
に
来
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
貴
重
な
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
代
・
役
員
・
仏
婦
・
ご
門
徒
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 

カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
す
と
こ
ろ
一
枚
と
な
り
ま
し
た
。
当
た
り
前
に
過
ぎ
る
一
日
は
特
別

な
一
日
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
に
一
年
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

西
光
寺
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

合 

掌 

◆◆◆◆
十十十十
二二二二
・・・・
一一一一
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

    

・・・・
十十十十
二二二二    

月月月月    

三
十
一

三
十
一

三
十
一

三
十
一
日日日日
（（（（
土土土土
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

除
夜
除
夜
除
夜
除
夜
のののの
鐘鐘鐘鐘    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
一
時
五
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分
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西
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寺
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元
旦
会

元
旦
会
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旦
会

元
旦
会
法
要
法
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法
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法
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午
前
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時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
光
寺
本
堂 

 

浄
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真
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浄
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白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
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―
七
―
二 

 
 
  

電
話 

〇
七
二
―
六
二
二
―
四
七
九
四 

 
  

 
F
A
X 

〇
七
二
―
六
二
二
―
九
二
九
一 

 
  
 
h
ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-s
a
ik
o
u
ji.n
e
t/  

各寺院住職様とご一緒にお勤めいたしました。 

御法話を皆さんで聴聞しました 

 


